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○座間市雨水浸透施設等設置助成金交付要綱 

平成11年５月31日告示第67号 

改正 

平成11年12月１日告示第112号 

平成12年３月27日告示第34号 

平成13年３月16日告示第20号 

平成14年３月25日告示第19号 

平成16年３月31日告示第31号 

平成20年３月31日告示第27号 

平成22年３月24日告示第40号 

平成25年９月２日告示第109号 

平成28年３月31日告示第46号 

平成29年３月27日告示第33号 

令和６年３月６日告示第32号 

座間市雨水浸透施設等設置助成金交付要綱 

（趣旨） 

第１条 この告示は、座間市補助金等の交付に関する規則（平成６年座間市規則第６号。以下「規

則」という。）に定めるもののほか、座間市の地下水を保全する条例（平成10年座間市条例第19

号。以下「条例」という。）第27条の規定に基づき、水源保護地域における雨水浸透施設等設置

工事に対し、予算の範囲内において助成金を交付することに関し、必要な事項を定めるものとす

る。 

（定義） 

第２条 この告示において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところに

よる。 

(１) 雨水浸透施設等 雨水浸透ます、雨水浸透トレンチ、浸透性アスファルト舗装及び雨水貯

留槽の総称 

(２) 雨水浸透ます 側面及び底面に浸透孔等を有するますとその周囲の充てん材又は充てん材

を使用した場合と同等以上の貯留浸透能力を有する部材から構成される構造物で、その側面及

び底面から雨水を地中に浸透させる施設で、別表に定める基準を満たすもの（汚水を同時に地

下に浸透させるものを除く。） 
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(３) 雨水浸透トレンチ 浸透管とその周囲の充てん材から構成される構造物で、雨水を導き、

その側面及び底面から雨水を地中に浸透させる施設で、別表に定める基準を満たすもの（汚水

を同時に地下に浸透させるものを除く。） 

(４) 浸透性アスファルト舗装 アスファルト材に開粒度アスファルト混合物等を用い、空隙（げ

き）率を15パーセント以上確保することによって雨水の浸透性を確保した舗装で、別表に定め

る基準を満たすもの 

(５) 雨水貯留槽 雨水を一時的に貯留する施設で、別表に定める基準を満たすもの 

(６) 一般的涵（かん）養地域 条例第25条の規定に基づき市長が指定した水源保護地域のうち、

座間市の地下水を保全する条例施行規則（平成10年座間市規則第43号）第18条の２第１項の規

定により市長が指定した重点的涵養推進区域以外の区域をいう。 

（助成対象事業） 

第３条 助成対象事業は、一般的涵養地域に雨水浸透施設等を設置（更新を含む。）するもののう

ち、次に掲げるものとする。 

(１) 一区画の敷地に２基以上の雨水浸透ますを設置する場合 

(２) 前号で設置する雨水浸透ますに雨水浸透トレンチを同時に接続する場合 

(３) 既存の雨水浸透ますに雨水浸透トレンチを接続する場合 

(４) 100平方メートル以上の駐車場に浸透性アスファルト舗装をする場合 

(５) 前号に規定する浸透性アスファルト舗装に２基以上の雨水浸透ますを同時に設置する場合 

(６) 前号に規定する雨水浸透ますに雨水浸透トレンチを同時に接続する場合 

(７) 家屋に雨水貯留槽を設置する場合 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合は、助成の対象としない。 

(１) 座間市開発等事業指導要綱（平成14年座間市告示第13号）第３条に該当する場合（前項第

７号に該当する場合を除く。） 

(２) 不動産の売買等を目的とし、設置する場合 

(３) 市税を滞納している者が設置する場合 

（助成額） 

第４条 助成額は、次のとおりとする。 

(１) 前条第１項第１号に該当する場合は、１基当たり１万2,500円とし、５万円を限度とする。

ただし、重点的涵養推進区域に設置する場合は、１基当たり１万7,000円とし、６万8,000円を

限度とする。 
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(２) 前条第１項第２号に該当する場合は、前号により算出した額に雨水浸透トレンチ１メート

ル当たり6,500円を加算する。ただし、13万円を加算額の限度とする。 

(３) 前条第１項第３号に該当する場合は、雨水浸透トレンチ１メートル当たり6,500円とし、13

万円を限度とする。 

(４) 前条第１項第４号に該当する場合は、１平方メートル当たり500円とし、25万円を限度とす

る。 

(５) 前条第１項第５号に該当する場合は、前号により算出した額に第１号により算出した額を

加算する。 

(６) 前条第１項第６号に該当する場合は、第４号により算出した額に第２号により算出した額

を加算する。 

(７) 前条第１項第４号以外の雨水浸透施設等を設置する場合において、自ら設置工事を行うと

きは、第１号から第３号までの規定により算出した額並びに第５号及び第６号の規定により加

算した額を限度として材料費相当分とする。 

(８) 前条第１項第７号に該当する場合は、本体価格の２分の１の額（1,000円未満の端数が生じ

た場合は、その端数を切り捨てる。）とし、１戸につき１基及び２万5,000円を限度とする。 

（交付の要望） 

第５条 規則第５条第１項のただし書の規定に基づき、補助金交付要望書の提出を省略するものと

する。 

（交付申請） 

第６条 助成金の交付を申請しようとする者（以下「申請者」という。）は、規則第７条第１項に

規定する補助金等交付申請書に次に掲げる書類を添えて、設置工事の７日前までに市長に提出す

るものとする。 

(１) 工事施行箇所の案内図及び設計図（平面図、断面図及び構造図） 

(２) 契約書又は見積書 

(３) 着手前状況写真 

(４) 市税納付状況確認同意書 

（完成届の添付書類） 

第７条 助成金を申請した者は、事業完成届に雨水浸透施設等の設置工事中及び完成後の写真を添

付しなければならない。ただし、雨水貯留槽については完成後の写真を添付するものとする。 

（実績報告） 
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第８条 規則第18条第３項の規定に基づき、領収書の写しの提出をもって、その実績の確認とする。 

（実施細目） 

第９条 この告示に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この告示は、公表の日から施行する。 

附 則（平成11年12月１日告示第112号） 

この告示は、公表の日から施行する。 

附 則（平成12年３月27日告示第34号） 

この告示は、平成12年４月１日から施行する。 

附 則（平成13年３月16日告示第20号） 

この告示は、平成13年４月１日から施行する。 

附 則（平成14年３月25日告示第19号） 

この告示は、平成14年４月１日から施行する。 

附 則（平成16年３月31日告示第31号） 

この告示は、平成16年４月１日から施行する。 

附 則（平成20年３月31日告示第27号） 

この告示は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成22年３月24日告示第40号） 

この告示は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成25年９月２日告示第109号） 

この告示は、公表の日から施行する。 

附 則（平成28年３月31日告示第46号） 

この告示は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則（平成29年３月27日告示第33号） 

この告示は、平成29年４月１日から施行する。 

附 則（令和６年３月６日告示第32号） 

この告示は、令和６年４月１日から施行する。 

別表（第２条関係） 

雨水浸透ます １ 側面及び底面に浸透孔等を有するますとその周囲の充てん材又は充
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てん材を使用した場合と同等以上の貯留浸透能力を有する部材から構成

されていること。 

２ ますの内側の側面及び底面の面積の合計が0.5平方メートル以上あ

ること。 

３ 充てん材には単粒度砕石を用い、厚さは側面を10センチメートル以

上、底面を15センチメートル以上とすること。 

４ 充てん材を使用する場合にあっては充てん材の下部に、充てん材を

使用しない場合にあってはますに付随する構造物の下部に５センチメー

トル以上の砂層をフィルター層として設けること。 

５ 充てん材を使用する場合にあってはますの底面及び充てん材の周囲

に、充てん材を使用しない場合にあってはますに付随する構造物の周囲

に透水シートを設置すること。 

雨水浸透トレンチ １ 浸透管（有孔管、ポーラス管又はこれらと同等の浸透性を有する管）

とその周囲の充てん材から構成されていること。 

２ 浸透管は、管径100ミリメートル以上のものを用いること。 

３ 充てん材には単粒度砕石を用い、厚さは上部及び側部を10センチメ

ートル以上、下部を15センチメートル以上とすること。 

４ フィルター層として、充てん材の下部に５センチメートル以上の砂

層を設けること。 

５ 浸透管及び充てん材の周囲に透水シートを設置すること。 

浸透性アスファルト

舗装 

１ 舗装は５センチメートルとし、アスファルト材に開粒度アスファル

ト混合物を用い、空隙率を15パーセント以上確保すること。 

２ 路盤は20センチメートルとし、透水係数1.0×10（－２）センチメー

トル毎秒以上を確保できる材料を用いること。 

３ フィルター層として、路盤の下部に10センチメートル以上の砂層を

設けること。 

４ 路盤面のプライムコートを施工しないこと。 

雨水貯留槽 １ 雨水の地下浸透がなされている雨どいに接続すること。 

２ 水槽の下部に、散水等に利用できる雨水の取り出し口があること。 
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３ 材質は、金属、プラスチック等とし、堅固かつ耐久性のあるものと

する。ただし、未使用品に限る。 

４ 水槽を満水にして、下部の雨水取り出し口を閉めた状態で、雨水の

漏えいがないこと。 

備考 １ 浸透性アスファルト舗装については、これらの条件を満たしたものと同等の透水性を

有する舗装は、浸透性アスファルト舗装とみなす。 

２ 市長は、浸透性アスファルト舗装施工に伴い安全上必要があると認めるときは、条件

の内容を変更することができる。 


